
雛のつるし飾りのご説明
ひ な か ざ

近年、各地で盛んになってきた雛のつるし飾りですが、山形県酒田市の「傘福」、静岡県東伊豆町稲取の「つるし飾り」、福岡
ひな かさふく いなとり

県柳川市の「さげもん」が三大つるし飾りとされています。
やながわ

江戸時代、庄 内 藩１７万石の商都であった酒田港は、北前船貿易で日本海側随一の繁栄を極めた港町です。
しょうないはん きたまえぶね ずいいち きわ

福岡県柳川市も江戸時代は立花藩１３万石の城下町でした。
やながわ たちばなはん

柳川は「九州の水郷」といわれるほど水利に富んだ商都の上、潅漑に適した遠浅の有明海に面していたため、名目石高以上
やながわ すいごう すいり かんがい とおあさ ありあけかい めいもくこくだか

に豊かで、現在までも多くの江戸期遺産が残っている地域です。
いさん

この酒田、柳川とは比べるほどもない伊豆半島の小さな漁師町、東伊豆町稲取に何故、つるし飾り文化が残っていたのでしょ
やながわ いなとり な ぜ

うか。

実は稲取の「つるし飾り」も酒田や柳川と同様、江戸時代の北前船に代表される豊かな海運の遺産なのです。
いなとり きたまえぶね いさん

徳川四代将軍家綱の時代、幕府は爆発的に増加する江戸の人口対策に悩んでいました。
いえつな

この当時の江戸への物流は、阿武隈川流域の幕府直轄地の物資を始め、日本海側の秋田、庄 内の米までも、鹿島か銚子で川船
あぶくまがわ ちょっかつち しょうない かしま ちょうし かわぶね

に積み替え、いくつもの積み替え人足の手や馬の背を経て江戸日本橋まで運ぶという、効率の悪いものだったからです。
にんそく へ

明暦三年(1657)に江戸で大火（振り袖火事）がありました。江戸の大半を焼き尽くしたこの大火の死者は１０万人といわれま
めいれき ふ そで

すが、その復興に各地から江戸に来る人たちはそれを上回り、復興物資や食糧の調 達に困難をきたしました。
ちょうたつ

そのため、幕府は新興の豪商、川村瑞軒に命じ効率的な物資調 達の開拓を命じたのです。
かわむらずいけん ちょうたつ

それまでの東北海運が、直接江戸湾への航路を採れなかったのは銚子、犬吠埼沖がきわめて危険な海域であったからです。
と ちょうし いぬぼうざき

世界最大の海流、黒潮とオホーツクを源流とする冷たい親潮は犬吠埼沖でぶつかり複雑な海流を作ります。しかも、日本最大
くろしお おやしお いぬぼうざき

の流量をもつ利根川の流れ出しがそれに干 渉して時には巨大な三角波を生み、江戸時代初期の帆走貨物船がこの海域を通るのに
とね が わ かんしょう はんそう

は危険が多すぎたのです。

川村瑞軒は寛文十一年(1671)、この危険な犬吠埼沖を大きく迂回して、一旦、伊豆の下田か伊豆大島まで南下し、それから
かわむらずいけん かんぶん いぬぼうざき うかい いったん しもだ

船を黒潮に乗せて江戸に入るルートを開拓しました。

このことによって、江戸に搬入される物流事情は飛躍的に改善されたのです。
ひやくてき

幕府は、翌年、再び川村瑞軒に命じ、日本海西回り廻船の整備を命じました。
かわむらずいけん にしまわ かいせん

日本海側から大阪への運輸も、それまでは若狭で荷揚げして、琵琶湖、瀬田川を経由して大阪に運び込まれていました。
わかさ び わ こ せ た が わ

川村瑞軒は、各地に番所や灯台を整備し、下 関、瀬戸内海を経由して、出羽庄 内の米を一気に大阪に運び込みました。
かわむらずいけん ばんしょ しものせき せとないかい で わ しょうない

絶えずうねりのある太平洋と違い、波の静かな日本海を行く西回り廻船は、距離は長いのですが安全性が高く、これが、後に
た にしまわ かいせん

『北前船』といわれる海路のルーツとなり、この海運を利用できる都市はこれ以降、大いに潤ったのです。
きたまえぶね

特に、米どころの庄 内平野、最上川を控えた酒田港は北前船による米の運び出しや蝦夷地への中継に適していた事から大いに
しょうない もがみがわ ひか きたまえぶね え ぞ ち

栄えた港になったのでした。

海運が盛んになると物流事情は改善されますが、それまで幕府が厳しく禁じていた江戸への「入り鉄砲に出女」（江戸の治安の
きび い てっぽう でおんな ちあん

ため鉄砲の持ち込みと、人質代わりであった大名の妻子が江戸から逃げ出すこと）の不安が生じました。
てっぽう ひとじち

そのため伊豆下田に船の関所である船番所を設け、江戸に入る全ての船の検閲を行ったのです。（陸路の関所は箱根。この関所
しもだ せきしょ ふなばんしょ けんえつ せきしょ はこね せきしょ

の東側を関東といいます）
かんとう

幕末に日本最初のアメリカ領事館が伊豆下田にできたことは、下田港が海運による江戸への出入り口であった事によります。
しもだ しもだ

菱垣廻船といわれる大阪から江戸に廻る船も、伊豆下田の船番所に立ち寄
ひがきかいせん まわ しもだ ふなばんしょ

らなければならないため、伊豆半島や大島の港々も番所入りの風待ち船で賑
ばんしょ にぎ

わいました。

当時の船は帆船(はんせん)であったため、風向きによっては厳密に目的地に

たどり着けない場合も多く、大島や下田近隣の港も、時には水面が空かぬほ

どの船で埋まったといいます。

「つるし飾り」の稲取港は下田に隣接し、大島にも最も近い港でしたから、

多くの船が立ち寄った港でした。



北前船などは風待ちを余儀なくされるため、現在の長距離トラックのような２点間の運輸だけではなく、風待ちの間も商売を行

う移動商社的海運業でしたから、立ち寄ることの多い港には各地の物産がもたらされました。

現在の交通事情ではなぜ辺鄙な稲取に「つるし飾り」のような雅な風習が残っていたのか理解できない人も多いのですが、酒田
へん ぴ

の「傘福」も稲取の「つるし飾り」も江戸時代の海運(稲取の場合、風待ち船）がもたらせた遺産ということでは、同じルーツを

もっていると言えるでしょう。

明治維新によって船番所が廃止されると、東京に出入りする船は下田港に寄る必要がなくなりました。

また、明治３５年の日露戦争で、ロシア海軍は日本経済を混乱させるため、北海道海域で北前船の掃討作戦を行いました。

２００年の繁栄を誇った北前船も、風頼みの航法では蒸気機関を備えた軍艦には敵うわけもなく、壊滅的な打撃を受けて消滅
かな かいめつてき

してしまったのです。

この後の海運は航行自由な機械船に変わり、各地の風待ち港も急速に繁栄を失ったのです。

伊豆稲取も伊豆急行が開通するまでは本当に寂れた小さな漁港町になってしまったのです。
さび

明治以降の雛飾りの流行期には、経済力の大きい都市部では豪華な内裏飾りが競われ、素朴な飾りは失われましたが、寂れたか

らこそ新しい波に流されないで古いものが残ります。

稲取のつるし飾りが『どんと焼き』で燃やされてしまうということも、「なくなるから作る」という技法の伝承に役だったよう

です。

酒田の「傘福」はその名の通り、傘の周りに飾ります。初期のものは戦に使う軍配(ぐんばい)なども下げてあり、祭りの鉾やお
いくさ

寺などへの奉納物で、必ずしも桃の節句の飾り物ではなかったようです。

このことは数多い酒田旧家の雛飾りの中で「傘福」があるのは僅か一軒だけということから推測できますが、華やかなことから

近年は雛飾りに取り入れられるのが一般化しています。

神社やお寺やなどに奉納する「傘鉾」は現在でも北前船文化の残る各地にあり、酒田のように雛飾りに発展させようとする地域
かさぼこ

も広がっています。

柳川の「さげもん」は手まりを連ねて下げます。当初はいろいろな飾り方であったようですが、後年の複製の際、伝統の柳川手

鞠づくりの方に指導を仰いだことから手鞠を連ねたものを「さげもん」の基本形としています。

稲取では観光地でもあることから、廃れかけていた雛のつるし飾りを地元の女性たちが復活展示したところ、大変好評を博しま
すた

した。

それ以後、地元旅館組合の女将さんをはじめとした女性たちの渾身の努力で常設展示場を作り制作指導をするなど、つるし飾り

の普及に努めた結果、同時期の河津桜と相まって、伊豆観光のメイン行事に発展したほか、各地につるし飾りブームを起こし、ひ

な段につるし飾りを添えることが全国に定着しつつあります。

本来のつるし飾りは手作りの贈り物でしたから、価格を考慮したものではありませんが、購入するとなるとかなり高価なもので

す。個数×時間を考えると当然のことですが「それなら手作りで､､､」と、手芸店や文化サークルなどでも盛んに製作しています

が、製作レベルの低いものもかなり見受けられます。

これは歴史や意味合いを理解しないまま安易な解釈や、本を頼りに製作することが多いからに見受けられます。本によっては、

写真は稲取のものを使っても型紙は編集部で作成というものもあって、解説通りに作っても写真とは似て非なるものも多いようで

す。

つるし飾りが一般化するにつれて、粗悪な輸入物や伝統を継承しない手芸店などの飾り物が増え、これと区別するために稲取で

は、地元商工会主催の「桃の会」と、当初から制作に関わった「絹の会」の作品を「稲取のつるし飾り」として推奨しています。

私見ですが、稲取においてもかなりレベルの差が見受けられますので、一般においてはさらに丁寧な作り方を心がけたいもので

す。

稲取のつるし飾りは一般的に、下げ輪の中心に１本、周囲に４本の計５本の下げひもに、５、７、９、１１、１３の飾りを付け

ます。

女性のしあわせを願う雛飾りでは、「割れる、別れる」として偶数を嫌うとされていますが、本来は陰 陽思想の陽数(奇数)信仰
おんみよう ようすう

から来ているものと思われます。

輪の上部に飾られるのは八幡神社の御神使の鳩で、中央に飾られる三番叟は、その八幡神社への奉納芸能です。赤い魚は稲取漁
つ か い め

港特産の金目鯛。
きんめだい

這い子や三角（香袋、薬袋）なども子供のしあわせを願うもので「可愛いから」「きれいだから」だけでなく、下げ飾りにも一

つずつの意味がありますので、別途、モチーフごとの説明をアップしていきますのでご覧ください。




